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構成比職員数標準的な職務内容区分構成比職員数標準的な職務内容区分

17.5％   18人主任の職務３級8.7％   ９人参事、課長および局長の職務６級

25.2％   26人主事の職務２級11.7％   12人副課長および主幹の職務５級

13.6％   14人主事補の職務１級  23.3％   24人主査の職務４級

注）１．美里町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

１人当たりの給与費(Ｂ/Ａ)
給与費

職員数Ａ区分
計 Ｂ期末・勤勉手当職員手当給料

5,423 千円466,357千円116,549千円42,073千円307,735千円86人 28年度

注）職員手当には退職手当を含みません。

平均給与月額平均給料月額平均年齢区分

337,664円295,940円38.6歳一般行政職

対前年
増減数

職  員  数(人)
区　分

平成28年平成27年
０２２議 会

一般行政
部門

普

通

会

計

12726総 務
０９９税 務
△１1112民 生
１６５衛 生
０００労 働
０８８農林水産
０１１商 工
０８８土 木
１7271小 計
△１1415教 育教育部門
０8686小　　計
△１４５水 道

公営企業等
会計

△１３４下 水 道
△１1112そ の 他
△３1821小 計
△３104107合　　計

　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成28年度の町職員の

採用・退職・給与などの状況について、次のとおり公表します。

　※特に記述のないものは、平成28年４月１日現在の状況です。

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

（１）職員の採用の状況（平成28年度）

　平成28年度は、一般事務５人（２人）の職員を採用

しました。　注）（　）内は女性数であり、内書きです。

（２）再任用職員の採用の状況

　　平成28年度の再任用職員は、０人でした。

（３）職員の退職の状況

　平成28年度における職員の退職の状況は次のとおり

です。

全職員技能労務職事務職

５（１）人０（０）人５（１）人定 年 退 職

０（０）人０（０）人０（０）人勧 奨 退 職

１（1）人０（０）人１（1）人自 己 都 合 退 職

０（０）人０（０）人０（０）人その他（死亡、免職、失職）

０（０）人０（０）人０（０）人任 期 満 了 退 職

６（２）人０（０）人６（２）人退 職 者 計

注）（　）内は女性数であり、内書きです。

（４）部門別職員数の状況 　(各年４月１日現在　単位：人)

（５）一般職の級別職員数の状況

（参考）27年度の人件費率人件費率(Ｂ／Ａ)人件費Ｂ実質収支歳出額Ａ住民基本台帳区分

15.9％16 .1％761,270千円407,483千円4,725,080千円11,414人28年度

注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

高 校 卒短 大 卒大 学 卒区分

155,800 円167,600円184,800円一般行政職

（４）職員の初任給の状況　

計12月期６月期区分

2.60月分1.375月分1.225月分期末手当

1.70月分0.900月分0.800月分勤勉手当

4.30月分2.275月分2.025月分計

（５）期末手当・勤勉手当

給料月額等（　）は減額措置の額区　分

761,000円　(684,900)町　長給
　
料

632,000円　(587,760)副町長

594,000円　(564,300)教育長

301,000円議　長報
　
酬

244,000円副議長

217,000円議　員

町長・副町長・教育長（28年度支給割合）4.30月分　
〈町長は10％減額あり〉

期
末
手
当 議長・副議長・議員（28年度支給割合）4.30月分　

（６）特別職の報酬等の状況

美里町の人事行政の運営などの状況の公表

問合せ＝総合政策課　秘書広報職員係　緯76-1114
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。
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消
費
者
に
と
っ
て
結
婚
式
場
の
予
約
は
非
日
常
的

な
契
約
で
あ
り
、
式
場
か
ら
急
か
さ
れ
る
な
ど
で
冷

静
な
判
断
を
失
い
が
ち
で
す
。
一
般
的
に
契
約
締
結

か
ら
当
日
ま
で
の
期
間
が
長
く
、
契
約
が
終
了
す
る

ま
で
に
予
期
し
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
り
、
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
る
中
で
式
場
へ
の
不
信
感
な
ど
が
生
じ

た
り
し
て
キ
ャ
ン
セ
ル
に
い
た
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
契
約
を
急
が
さ
れ
て
も
よ
く
検
討
せ
ず
に
サ
イ
ン

し
た
り
申
込
金
を
支
払
っ
た
り
し
な
い
。
お
金
を

支
払
う
と
き
は
、
支
払
う
目
的
、
返
金
の
有
無
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
契
約
を
締
結
す
る
前
に
、
契
約
の
成
立
時
期
や
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
い
つ
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
担
当
者
に
式
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
予
算
を
伝

え
、
こ
ま
め
に
概
算
を
出
し
て
も
ら
う
な
ど
、
担

当
者
と
の
意
思
疎
通
を
積
極
的
に
図
り
、
信
頼
関

係
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

④
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
消

費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
１
】

　
４
か
月
後
に
結
婚
式
を
挙
げ
よ
う
と
思
い
ホ
テ
ル

の
結
婚
式
場
を
見
学
し
、「
今
日
契
約
す
れ
ば
値
引
き

す
る
。
希
望
日
が
取
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
予
約
金
　10

万
円
を
支
払
っ
た
。
そ
れ
か
ら
２
週
間
し
て
、
身
内

の
都
合
が
悪
く
、
予
約
の
日
で
は
結
婚
式
が
で
き
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
解
約
す
る
つ
も
り

で
い
る
。
し
か
し
、
結
婚
式
の
具
体
的
な
こ
と
は
何

一
つ
決
め
て
い
な
い
の
に
、
予
約
金
は
一
切
返
金
し

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
部
で
も
い
い
か
ら
返
金

し
て
欲
し
い
。

【
事
例
２
】

　
式
の
予
定
は
１
年
以
上
先
だ
っ
た
。
何
度
も
「
今

日
、
契
約
し
な
い
と
安
く
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、

長
時
間
の
勧
誘
を
受
け
て
疲
れ
て
し
ま
い
契
約
し
、

内
金
　
万
円
も
支
払
っ
た
。
し
か
し
、
契
約
を
し
た

10

そ
の
日
の
う
ち
に
婚
約
者
と
話
し
合
っ
て
契
約
を
や

め
る
こ
と
を
式
場
に
伝
え
た
ら
「
お
支
払
い
い
た
だ

い
た
内
金
の
返
還
は
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
式

は
１
年
も
先
の
こ
と
な
の
に
返
還
を
し
な
い
と
い
う

の
は
お
か
し
い
と
思
う
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。
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　「
結
婚
式
」
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
は
、
埼
玉
県
内
で
毎
年
　
件
程
度
寄
せ
ら
れ
て
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（出典：わたしたちの手話

／（一財）全日本ろうあ連盟発行）

左手２指の下を、折り曲げた

右手２指ですべらせる

～電車～


